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水
害
対
策
を
進
め
て
い
ま
す

河
川
改
修
で
浸
水
防
ぐ

雨
水
を
地
下
に
貯
留

「
国
営
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
」
を
推
進

雨が多い季節になりました。近年、雨の降り方は局地化・集中化・激甚化の様相
を示しつつあり、毎年全国各地で多くの被害がもたらされています。
市では大雨による水害を防ぐため、治水対策の強化などの取組を進めています。
災害が起こってからではなく、日常からご家庭でできる準備を考えてみましょう。

自
宅
が
危
険
な
エ
リ
ア
か
を
知
る

　

市
作
成
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
洪
水
、
内
水
、

土
砂
災
害
）
で
、
自
宅
や
周
辺
、
避
難
経
路
が

危
険
の
あ
る
場
所
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市
役
所
や
支
所
・

連
絡
所
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
ま
た
は

市
Ｈ
Ｐ
（
ID
：
１
０
３
６
４
２
６
）
か
ら
も
確

認
で
き
ま
す
。

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
る

　

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
、
避
難
に
備
え
、

次
の
よ
う
な
「
い
つ
」「
何
を
す
る
の
か
」
を
時

系
列
に
沿
っ
て
決
め
て
お
く
防
災
行
動
計
画
の

こ
と
で
す
。

▼
避
難
先
　
▼
避
難
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ

▼
避
難
開
始
ま
で
の
行
動
や
準
備

　
「
和
歌
山
市
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
で
は
、
避

難
に
必
要
な
知
識
を
習
得
し
な
が
ら
、
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
避

難
行
動
を
整
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
Ｈ
Ｐ
（
ID
：
１
０
３
４
８
６
１
）
で
、
作
成

例
を
は
じ
め
、
作
り
方
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

問
地
域
安
全
課
☎
４
３
５
・
１
０
０
５

設
備
の
点
検
・
清
掃
や
非
常
用
備
蓄

　

日
常
か
ら
家
の
修
理
や
補
強
、
溝
の
掃
除
な

ど
は
、
台
風
の
接
近
や
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
前

に
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
非
常
用

持
ち
出
し
品
や
非
常
備
蓄
品
（
７
日
分
を
目
安
）

の
食
料
や
水
、
生
活
必
需
品
な
ど
を
備
蓄
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
が
接
近
し
て
き
た
時
や
、
大
雨
が
予
想

さ
れ
る
時
な
ど
、「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
は
、

気
象
情
報
に
十
分
に
注
意
し
、
早
め
の
行
動
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

問
総
合
防
災
課
☎
４
３
５
・
１
１
９
９

日
常
か
ら
準
備
し
て
お
く
こ
と

平成 24 年 6 月 21 日～ 22 日梅雨前線豪雨による水害（和田川流域）　和歌山県防災航空隊 撮影

各種
ハザード
マップ

【
前
代
川
】　

西
山
東
地
区
を
流
れ
る
前
代
川
で

は
、
流
域
の
浸
水
被
害
が
深
刻
で
、
平
成
29
年
の

台
風
21
号
で
は

116
戸
が
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
前
代
川
の
河
道
改
修
お
よ
び
和
田

川
へ
の
バ
イ
パ
ス
河
川
整
備
を
行
い
、
令
和
２

年
度
に
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

２
メ
ー
ト
ル
か
ら
７
メ
ー
ト
ル
に
河
道
断
面

を
拡
幅
し
、
本
川
で
あ
る
和
田
川
へ
放
流
す
る

こ
と
で
治
水
安
全
度
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
永
山
川
】　
西
山
東
・
東
山
東
地
区
を
流
れ
る

永
山
川
に
よ
る
浸
水
被
害
を
軽
減
し
、
治
水
安

全
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
現
在
、
平
尾
川
合

流
点
か
ら
下
流
の
河
道
改
修
や
橋
梁
の
架
け
替

え
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
河
川
港
湾
課
☎
４
３
５
・
１
０
９
０

　

和
田
川
流
域
の
浸
水
対
策
の
た
め
、
和
田
川

雨
水
地
下
貯
留
施
設
を
整
備
し
、
令
和
２
年
度

か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路 

松
島
本
渡
線
の
下
に
整
備

し
た
直
径
4.5
メ
ー
ト
ル
・
長
さ
約
1.2
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
雨
水
地
下
貯
留
管
で
雨
水
を
一
時
貯
留

し
、
ポ
ン
プ
で
和
田
川
へ
流
す
仕
組
み
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
宮
街
道
か
ら
南
、
和
田
川
に

か
け
て
の
松
島
本
渡
線
東
側
の
広
い
エ
リ
ア
で

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
下
水
道
施
設
課
☎
４
３
５
・
１
０
９
５

　

和
歌
山
市
で
は
、
農
林
水
産
省
の
国
営
和
歌

山
平
野
農
地
防
災
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
排
水
機
場
や
新
た
な
排
水

専
用
の
バ
イ
パ
ス
水
路
な
ど
の
整
備
を
行
う
こ

と
で
、
農
地
と
住
宅
地
が
混
在
す
る
農
村
地
域

の
排
水
対
策
に
取
り
組
み
、
農
地
と
そ
の
周
辺

地
域
の
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

事
業
は
平
成
26
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
本
市

で
の
主
な
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
紀
の
川
北
部
】　

▼
六
箇
井
水
路
の
排
水
専
用

バ
イ
パ
ス
水
路
（
七
瀬
排
水
路
、
高
川
排
水
路
）

を
整
備
し
、
紀
の
川
へ
の
放
流
能
力
が
向
上

【
紀
の
川
南
部
】　

▼
四
箇
井
水
路
に
流
れ
込
む

雨
水
を
紀
の
川
へ
速
や
か
に
放
流
す
る
水
路
や

樋
門
を
整
備
し
、
千
旦
樋
門
で
は
こ
れ
ま
で
の

約
12
倍
の
雨
水
を
紀
の
川
へ
放
流
（
整
備
中
）

【
和
田
川
周
辺
】　

▼
排
水
機
能
を
強
化
し
た
米

田
排
水
機
場
、
名
草
排
水
機
場
（
整
備
中
）
と

そ
れ
ら
に
繋
が
る
排
水
路
を
整
備

詳
し
い
事
業
内
容
は
、
農
林
水
産
省
近
畿
農
政

局
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業

所
Ｈ
Ｐ
内
の
「
和
歌
山
平
野
だ

よ
り
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

前代川旧河道

前代川新河道

川幅を２ｍ→７ｍに拡幅

直径 4.5 ｍ×長さ約 1.2km

の雨水を貯留可能

最大貯留 20,000㎥
（小学校のプール80杯分）

　

昨
年
８
月
12
日
～
22
日
、
和
歌
山
市
で

400
ミ

リ
を
超
え
る
降
雨
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
年
８
月
の
月
間
降
水
量
の
約
４
倍
も
の

雨
が
11
日
間
で
降
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
務
所

に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
本
事
業
で

整
備
し
た
施
設
が
な
か
っ
た
場
合
、
山
口
地
区

や
紀
伊
地
区
等
の
広
範
囲
で
水
害
が
発
生
す
る

ほ
ど
の
大
雨
で
あ
っ
た
も
の
の
、
整
備
し
た
排

水
路
等
に
よ
り
湛
水
被
害
が
大
幅
に
減
少
し
た

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
耕
地
課
☎
４
３
５
・
１
０
５
１

タンク内部
ポンプ場

②�ポンプで排水

和田川
①雨水を一時的に貯留

マイタイムライン
の作り方はこちら

和歌山市マイタイムライン

これまでの整備により、昨年 8 月の大雨
（10 年に 1 度の雨量）でも湛水被害軽減

整備した七瀬排水路からの放流（令和３年８月）

整備した高川排水路からの放流（令和３年８月）

七瀬排水路

高川排水路

雨雨に備える
特  集


